
活 動 報 告

津久見市徳浦区

織田 敦任

・平成29年台風18号の災害対応
・南海トラフ地震の津波避難対策
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津久見市の人口１万５千人のうち徳浦に６００人が住む



海に面した徳浦は山合にも囲まれた被災し
やすい環境にある



平成29年9月17日台風18号の豪雨災害

•津久見市全域が水災害に遭う

•徳浦も土石流と区内を流れる川の氾濫により１２０戸が被災した





市役所も被災、自分たちで復旧活動を決意！





ボランティアの受け入れ



泥だし完了



南海トラフ地震津波
津久見市徳浦の津波想定高は約６ｍ





津波避難対策として海抜10ｍ以上の位置へ

•徳浦区9箇所の避難場所のうち6箇所に避難小屋を設置した



避難行動要支援者の避難支援について

• 隣の地区へ車での避難を検討し、協力を依頼した(車で3～5分）

• 青江区の平岩地区の公民館(海抜２７ｍ）

• 事業所2か所へ受け入れを了承された

• 民生委員の協力の下に全区民の意向調査

• 支援者を人選して、避難体制を構築した



見 本



おわりに


